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天の川銀河の銀河面に沿ってほぼ一様に放射する X線放射に銀河面拡散 X線放射 (以下、拡散放射) がある。
見かけ上拡がったこの放射は、108Kと高温の熱的放射で、その X線スペクトルは高階電離鉄輝線を含む 3本鉄
輝線を持つ。その放射源は、1980年代の発見以来長年議論されてきた。そのような中で、チャンドラX線衛星に
よる深観測で少なくともバルジ方向においては拡散放射は、ほぼ暗いX線点源の重ね合わせで説明できることが
分かった (Revnivtsev et al., 2009)。我々はこれまで、バルジ領域の暗い X線天体の種族を星間吸収の影響が小
さい近赤外線を用いて探り、バルジ領域でKバンド 16 magまでで、暗いX線天体の約 11%に近赤外線対応天体
を見つけた (Morihana et al., 2012, 2013)。 しかし、X線データは銀河中心まで見通せているのに対して、近赤
外線では十分な深さに達していない。
そこで我々は、すばる望遠鏡MOIRCSでバルジ領域の近赤外線深撮像観測を JHKsバンドで行った。その結

果、これまでより多い、視野内のX線天体の約 47%に近赤外線対応天体を見つけた。対応がついた天体のX線と
近赤外線のフラックス比からX線でハードな天体の多くは、磁場が弱い白色矮星連星系や一時的に質量降着率が
低下した白色矮星連星系である可能性が高まった。さらに、近赤外線同定した X線天体をGaia衛星データを用
いて可視光同定を行い、拡散放射を構成する天体の空間分布を調べた。その結果、近赤外線、可視光の両方で同
定された天体の多くは 2kpc以内に存在すること、それらのX線光度は active binaryの典型的な光度と一致する
ことが分かった。本講演では、上記の結果からバルジ領域での拡散放射の構成種族と起源について議論する。


